本年７月１日から、むかわ町ではトレーラーホテルによる実証事業が始まりました。

「なぜ今、トレーラーホテルなのか？」
そう感じられた町民の皆さまもいらっしゃるかもしれません。

私は、この実証事業は単に宿泊施設を増やすための取り組みではなく、むかわ町の未来につながる大切な一歩だと考えています。
現在、穂別恐竜博物館のリニューアルをはじめ、さまざなま取組により、本町を訪れてくださる方が増えています。しかし、その一方で、「泊まりたいけれど宿泊場所がない」という声も多くいただいています。

せっかく訪れてくださった方が日帰りで帰ってしまえば、飲食や買い物、体験など、地域に生まれるはずの経済効果も限られてしまいます。
私は、これからのむかわ町は「通過する町」ではなく、「滞在する町」を目指していきたいと考えています。

一泊することで、地元の飲食店を訪れ、温泉を楽しみ、地域の自然や歴史、文化にふれていただく。その積み重ねが地域経済を支え、新たな仕事や交流を生み出していきます。
そして、その中から「また来たい」「何度も訪れたい」「むかわ町を応援したい」と思ってくださる方が増えていくことが、関係人口の拡大につながると考えています。

今回のトレーラーホテルは、その可能性を検証するための実証事業です。実際に利用される皆さまのご意見や地域への効果を丁寧に検証しながら、むかわ町にとって最適な形を見極めてまいります。

私は、人口減少が進む時代だからこそ、「住む人」だけではなく、「訪れる人」「応援してくださる人」とのつながりを大切にするまちづくりが必要だと考えています。
[bookmark: _GoBack]これからも、町民の皆さまと課題を共有しながら、一歩ずつ未来への挑戦を積み重ね、「訪れたい町」「また帰ってきたい町」「応援したくなる町」を目指してまいります。

引き続き、皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

